
第２１９回 広島数理解析セミナー （２０１７年度）

Hiroshima Mathematical Analysis Seminar No.219

日時 ： １１月２４日（金）１６：３０～１７：３０

場所 ： 広島大学理学部 Ｂ７０７　

講師 ： 白石　大典 氏 （京都大学）

題目 ： Loop-erased random walk

要旨 ： Loop-erased random walk（LERW）はランダムウォークのパスからループを
切り取って得られる（ランダムな）単純曲線である．本講演では，LERW の
スケール極限に焦点を当てて，最近の研究の動向を概説する．特に 2 次元の
場合，LERW のスケール極限は Schramm Loewner evolution（SLE）と呼ば
れる stochastic PDE によって記述されることが知られている．2 次元におけ
る SLE 理論と 3 次元における講演者の結果を紹介する．
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